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００  業業務務のの概概要要  

００--１１  業業務務のの目目的的  

本業務は、日野市在宅高齢者療養推進協議会（以下、「推進協議会」）、日野市在宅高齢者療養推進

協議会検討部会（以下、「検討部会」）及びその他在宅高齢者の療養環境整備支援に係る業務につい

て、円滑かつ効率的、効果的に運営することを目的とする。 

「推進協議会」及び「検討部会」は、高齢者が安心して在宅療養を受けられるよう、介護、福祉、

医療、保健の各分野のサービス提供主体間における円滑かつ有機的な連携体制の構築を推進するこ

とを目的に設置されたものであり、この内容は第3期日野市高齢者福祉総合計画（平成30年3月）

の中で重点課題及び施策の柱の1つとしてあげられている。 

▼第 3 期日野市高齢者福祉総合計画（平成 30 年度～平成 32 年度）における位置づけ 

 

 

 

００--２２  業業務務のの進進めめ方方  

「検討部会」を作戦本部として、この運営支援を中心に、以下の各項目について企画・運営を進

めた。 

 多職種による医療と介護の連携推進勉強会の運営支援 

 地域住民への普及啓発の実施支援（市民啓発リーフレットの作成支援等） 

 多職種連携のためのエチケット集の作成支援 

 国、東京都・他自治体の取組等の情報提供 

  

＜目指すべき姿＞ 

いつまでも安心して暮らせるまち 日野 

＜基本理念＞ 

■高齢者の尊厳の保持と自立した生活を支援します 

■地域包括ケアシステムを深化・推進します 

■持続可能な支え合いの仕組みづくりを推進します 

＜施策の内容＞ 

柱 2 医療と介護の連携を推進し、 

有機的なネットワークを構築します 

・在宅療養・介護関係者の研修【2105】 

・在宅医療の普及啓発【2106】 

・在宅高齢者療養推進協議会の開催【2201】 

・医療と介護の連携支援ツールの普及【2202】 

※関連の深い施策を抜粋／括弧内は施策番号 

＜高齢者福祉に関する重点課題＞ 

1 介護保険事業の充実 

2 医療と介護の連携 

3 認知症施策の充実 

4 地域包括支援センターの役割強化

と地域での支え合いの充実 

5 健康の維持と地域での生活の継続 
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１１  日日野野市市在在宅宅高高齢齢者者療療養養推推進進協協議議会会検検討討部部会会のの開開催催  

１１--１１  会会議議のの概概要要  

「検討部会」は、在宅療養環境の向上及び医療と介護の連携体制の構築等に関する取組について

具体的な検討を進めるために、「推進協議会」のもとに設置された会議体である。平成25年度より、

医療と介護の連携に特に関わりの大きい「日野市医師会」「日野市歯科医会」「日野市薬剤師会」「日

野市訪問看護ステーション協議会」「日野市立病院」「日野市在宅介護事業者協議会」「ひのケアマネ

協議会」「地域包括支援センター」の8団体の代表者と行政（日野市在宅療養支援課及び高齢福祉課）

を構成員に定期的に活動している。 

令和元年度（平成31年度）は、前年度に引き続いて連携推進勉強会（第2章）のコンテンツの拡

充を図るとともに、新たなテーマとして「市民啓発リーフレット」の作成、「多職種連携のためのエ

チケット集」の作成にも取り組むこととなった。 

会議の開催日程と主要な検討テーマは以下の通り。 

▼「検討部会」等の開催日程と主要な検討テーマ 

回数 日程 主要な検討テーマ 

第 1 回 令和元年 5 月 27 日 ○令和元年度の検討部会の進め方について 

○市民啓発の取組について 

○多職種連携の取組について 

第 2 回 令和元年 8 月 26 日 ○第 2 回・第３回勉強会の開催内容について 

○市民啓発イベントの実施方針について 

○市民啓発リーフレットの構成案について 

○多職種連携エチケット集の作成イメージについて 

第 3 回 令和元年 11 月 26 日 ○MCS の今後の展開について 

○第３回勉強会の開催内容について 

○市民啓発リーフレット（案）について 

○多職種連携エチケット集フォーマットの配布について 

第 4 回 令和 2 年 2 月 26 日 

 

○市民啓発リーフレットの記載内容について 

○多職種連携エチケット集の記載依頼について 

○ＭＣＳの利用実践をテーマにした勉強会の開催について 

  

新型コロナウイルスの感染 

拡大を予防するため中止 
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１１--２２  各各回回のの内内容容  

１-２-１ 第１回検討部会 

第１回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和元年 5 月 27 日（月） 18：30～20：30 

開催場所 ：在宅療養支援課内打ち合わせスペース 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市薬剤師会代表伊藤氏、日野市訪問看護ステーシ

ョン協議会代表湯谷氏、日野市立病院 MSW 高橋氏、日野市在宅介護事業者協議

会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野市地域包括支援センター代

表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、後藤主事（以上、在宅療養支援課）、宮澤課長、地下係長

（以上、高齢福祉課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

【議 題】 

１．各職種の動きについて 

１．今年度の検討部会の進め方について 

２．市民啓発の取組について 

（１）リーフレットの構成及び掲載情報のイメージ 

（２）イベントの取扱い 

３．多職種連携の取組について 

（１）エチケット集の作成イメージ 

（２）第１回勉強会の開催日程 

（３）その後の勉強会で取り上げるテーマ 

４．その他 

配付資料 

【事前配布】 

 

【当日配布】 

2018 年度第 4 回検討部会議事録、2019 年度第 1 回検討部会 資

料、市民啓発イベント議事録 

市民啓発リーフレットの参考事例、2018 年度第 4 回介護と医療の

連携推進勉強会 開催報告、同ミニアンケートの集計結果、平成 30

年度事業報告書 

結 論 

１．今年度の検討部会は、資料に記載された実施方針及びスケジュールで開催する

こととする。 

２．以下の内容で市民向けのリーフレットを作成することとする。 

－在宅療養とは何かのイメージを伝えることを主眼とする。 

－具体的には、往診と訪問診療の違い等の基本的な情報を紹介する。 

３．その他の市民啓発の方法として、前年度と同種のイベントを開催する方向で検

討することとする。 

４．エチケット集の内容は、現在のような FAX 等の個別のツールに関するエチケ

ットではなく、新しい人が入った時に参照してもらえるような、在宅医療の質

を総合的に高めるためのポイントをまとめたものとする。 

５．勉強会については、以下の内容で準備を進めることとする。 

－第１段階（第１回）は、過年度と同様の内容で開催する（日程は別途調整）。 

－第２段階のうち 1 回は、管理栄養士を講師に招いて開催する。 

６．勉強会の参加者候補については以下のような対応を図ることとする。 

－老健：次年度からの本格参加に向けて正式な申し入れと準備を進める。 

－総合事業：勉強会以外の方法で参加ニーズに応えることを検討する。 
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１-２-２ 第２回検討部会 

第２回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和元年 8 月 26 日（月） 18：30～20：30 

開催場所 ：在宅療養支援課内打ち合わせスペース 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院 MSW 高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、後藤主事（以上、在宅療養支援課）、宮澤課長、地下係長

（以上、高齢福祉課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

【議 題】 

１．全体スケジュールの変更点 

２．第 1 回勉強会の開催報告 

１．連携推進勉強会について（第２回・第３回） 

２．市民啓発の取組について（イベント・リーフレットの構成案） 

３．多職種連携エチケット集について 

４．その他 

配付資料 

【事前配布】 

 

【当日配布】 

2019 年度第 1 回検討部会議事録、2019 年度第 2 回検討部会 資

料 

2019 年度第 1 回介護と医療の連携推進勉強会 開催報告、同ミニア

ンケートの集計結果、MCS 説明資料・ご利用ガイド、市民啓発リー

フレット構成案、「日野市在宅療養体制構築のための基本方針」進行

管理表【参考】 

結 論 

１．第２回勉強会は MCS をテーマに開催することとし、開催案内及び事前登録の

説明資料の配付を急いで進めることとする。 

２．MCS の実際の運用に向けて、今後、グループの立ち上げ方や管理者権限の範

囲について基本方針を明確にすることとする。 

３．第３回勉強会は、参加者のテーブル（固定）を講師役の栄養士が順番に回る形

で意見交換を行うこととする。 

４．市民啓発イベントは資料の通り開催する方向で調整を進めることとする。 

５．リーフレットは以下のような視点を踏まえて作成を進めることとする。 

－文字を減らし見やすい／分かりやすいものとする。 

－訪問と往診の違い等の細かな内容は割愛し、基本的な内容を伝える。 

－医療費の説明は慎重に検討を行う。 

６．エチケット集は、職種別の連絡の取り方が分かるシートを以下の要領で作成す

ることとする。 

－あまり文字数が多くないものとする。 

－図やイメージも掲載する。 

－作成にあたっては協議会経由で然るべき立場の人に記入を依頼する。 

７．エチケット集の作成とあわせて、既存のガイドやケア倶楽部等について関係者

に改めて周知を行うこととする。 
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１-２-３ 第３回検討部会 

第３回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和元年 11 月 26 日（月） 18：30～21：00 

開催場所 ：在宅療養支援課内打ち合わせスペース 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院 MSW 高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、後藤主事（以上、在宅療養支援課）、竹村課長（以上、高

齢福祉課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

 

【議 題】 

１．日野市報での特集記事の掲載について 

２．基本方針の進行管理について 

３．市民啓発イベントについて 

１．MCS の今後の展開について（勉強会の開催報告、取組の PR） 

２．連携推進勉強会について（第３回・第４回） 

３．市民啓発リーフレットの構成案について 

４．多職種連携エチケット集フォーマットの配布について 

５．その他 

配付資料 

【当日配布】 2019 年度第 2 回検討部会議事録、2019 年度第 3 回検討部会 資

料、2019 年度第 2 回介護と医療の連携推進勉強会 開催報告、同ミ

ニアンケートの集計結果、MCS 全体グループの作成 案内資料（案）、

市民啓発リーフレット修正版（案）、多職種連携エチケット集（職種

別シート）フォーマット（案） 

結 論 

１．日野市報に在宅療養に関する PR 記事を以下の通り掲載することとする。 

－特集記事は検討部会後に部会員が内容を確認し必要に応じて修正を行う。 

－特集号以降も医師（望月委員）によるコラムを皮切りに各職種（部会員）に 

 よるリレーコラムを掲載する。 

３．今年度の市民啓発イベントは以下の方針で開催することとする。 

－前半は映像を活用／映像の前後に部会員が登壇してブースへの誘導を行う。 

－パネルの代わりに配付資料による情報提供を検討する。 

－スタンプラリーは実施しない。 

４．MCS の展開に向けて、全体グループを早期に作成して利用者の拡大を図ると

ともに、第４回勉強会でフォローアップを実施して定着を図ることとする。 

５．第３回勉強会は、栄養士側の「できること」を聞いてどのような連携ができる

かを一緒に考えることを柱に、説明資料及びグループワークの実施内容の見直

しを行うこととする。 

６．第４回勉強会は MCS のフォローアップを目的に、模擬症例を通じて MCS 上

でやりとり（模擬投稿）を行うテーマに以下の要領で開催することとする。 

７．リーフレットは、市報記事とあわせて内容を固めていけるよう、事務局より修

正版を送付して部会員に確認を依頼することとする。 

８．エチケット集は、年度内に第一弾を完成することを目途に、事務局で加筆を行

ったシートを部会員に送付して記入を依頼することとする。 
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１-２-４ 第４回検討部会（開催中止） 

2月26日（水）に開催を予定していた第４回検討部会は、新型コロナウイルスの感染拡大を予防

するため中止することとし、代わりに各委員へ資料と意見確認用紙を配布して内容の確認と意見聴

取を行った。 

▼開催概要 

配付資料 

（後日配布） 

○議題一覧 

○資料１：2019 年度第 3 回検討部会議事録 

○資料２：2019 年度第 4 回検討部会 資料 

○資料３：市民啓発リーフレット（修正版） 

○資料４：多職種連携エチケット集（職種別シート）フォーマット（修正版） 

○資料５：第 4 回勉強会資料案（症例・台本） 

○資料６：2019 年度第 3 回介護と医療の連携推進勉強会 開催報告 

○資料７：同ミニアンケートの集計結果 

○ご意見等確認シート 
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（このページは白紙です） 
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２２  多多職職種種協協働働にによよるる医医療療とと介介護護のの連連携携推推進進勉勉強強会会のの運運営営支支援援  

２２--１１  勉勉強強会会のの開開催催状状況況  

「連携推進勉強会」は、在宅療養支援課及び「検討部会」が実施主体となって、医療と介護に携

わる専門職同士の「顔の見える関係づくり」（第１段階勉強会）や多職種が同じ方向を向いてより良

いサービスを提供できる体制づくり（第２段階勉強会）を目指して、定期的に開催しているもので

ある。勉強会の開催結果は必ずまとめを作成して情報の共有と疑問点の解消に努めているほか、閉

会後には懇親会の開催が恒例となっており、これらも多職種の連携を促進する材料となっている。 

 第１段階勉強会：市内の医療と介護の関係者の「顔の見える関係づくり」の場となる勉強会 

 第２段階勉強会：具体的な症例検討等を通じた多職種協働のイメージ共有や具体的な経験を 

        積み上げる場となる勉強会 

※ この他にも、市内 4 つの日常生活圏域毎に地域包括支援センターが呼びかける地域の専門職

間の交流や技術の向上を促す勉強会や、各職種独自の研修会や講演会等を開催している 
 

令和元年度（平成31年度）は、第1段階勉強会を1回、第2段階勉強会を3回、計4回の勉強会を

開催することを予定していたが、うち1回が新型コロナウイルスの感染拡大を予防するために中止と

なった。今年度に合計3回開催したことで、これまでに通算では第１段階勉強会を12回、第２段階

勉強会を8回開催したこととなる。 

勉強会の内容としては、これまで継続していた特定の症例を題材にした症例検討に代わって、新

たなパターンで第２段階を開催したのも今年度の特徴である。 

なお、各勉強会の終了時には参加者に対して簡単なアンケートを実施しているが、新たなパター

ンで開催した会を含めて、今年度実施した各回についてはいずれも高評価であったことを確認して

いる。 

▼各会の開催日程等 

名称 日程 主催と対象 

第１回勉強会【第１段階】 

テーマ：顔の見える関係づくり 
令和元年 7 月 12 日 主催：日野市在宅療養支援課 

協力：エンブレイス社（オブザーバー参加）＊1 

：南多摩地域栄養士協議会日野地域＊2 

対象：医師会、歯科医会、薬剤師会、訪問

看護ステーション協議会、病院、在

宅介護事業者協議会、ケアマネ協議

会、地域包括支援センターの各団体
※に所属する事業所と行政機関（市

在宅療養支援課・高齢福祉課・健康

課等） 

※「検討部会」に参加する 8 団体 

第２回勉強会【第２段階】＊1 

テーマ：MedicalCareStation等を

活用した医療・介護連携を始めよう 

令和元年 9 月 20 日 

第３回勉強会【第 2 段階】＊2 

テーマ：栄養士との連携を考え

よう 

令和元年 12 月 20 日 

第４回勉強会【第２段階】 

テーマ：Medical Care 

Station を始めよう（実践編） 

令和 2 年 3 月 13 日 

 

   

新型コロナウイルスの感染 

拡大を予防するため中止 
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２２--２２  各各会会のの内内容容  

２-２-１ 第１回医療と介護の連携推進勉強会 

第１回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：多職種の連携の輪を広げるために ～顔の見える関係づくり～ 

開催日時 ：令和元年 7 月 12 日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平の森産業連携センター「PlanT」イベントスペース 

出席者 

【出席者】 

：関連 8 団体（9 頁参照）に所属する参加者計 40 名 

：その他聴講者 3 名 

【事務局】 

：7 名（グループワークに参加する行政関係者を含む） 

プログラム 

【STEP１ 開会挨拶＆STEP２ 情報提供】 【STEP３ GW_作業①日頃の連携の振り返り】 

：日野市在宅療養支援課から挨拶／課の 

事業内容、勉強会の目的等を説明 

：医療職⇄介護職に聞いてみたい質問

や困りごとを付箋に記入 

【STEP３ GW_作業② 自己紹介＆課題の告白】 

 

 
：付箋への記入が終わったら、自己紹介と

して上記の３項目を順番に発表 

：記入した付箋を机の上に並べて質問 

や困りごとを１つ１つ潰していく 

【STEP３ GW_作業③ 今後の目標の設定】  【STEP４ 全体発表～】 

 

 
：参加者１人１人に今後の目標を立てる ：テーブルでどんな話が出たのかを発表

し課題やそれに対する助言等を共有 
 

  

「介護に関する知識を深める」 

「疑問に思ったことは今回の

メンバーに聞く」 

「ためらわず、まず、連絡をし

てみて情報を共有しよう」 

「医療介護連携シートの活用」

「 気を出

私の 

1）名前は… 

2）職種・所属は… 

3）「日野市との関わり」は…
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２-２-２ 第２回医療と介護の連携推進勉強会【第２段階】 

第2回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：MedicalCareStation 等を活用した医療・介護連携を始めよう 

開催日時 ：令和元年 9 月 20 日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平の森産業連携センター「PlanT」イベントスペース 

出席者 

【出席者】 

：関連 8 団体（9 頁参照）に所属する参加者計 40 名 

：その他聴講者 2 名 

【事務局】 

：10 名（オブザーバー、グループワークに参加する行政関係者を含む） 

プログラム 

【「MCS」に関する情報提供】 
－「ＭＣＳ」導入の狙いや日野市における「ＭＣＳ」導入の進め方を説明 
－その後、「ＭＣＳ」を使ってできることなどを簡単に紹介 

 

【作業①：「ＭＣＳ」の体験】 
－各自が持参するスマートフォン等の端末を使って、実際に「ＭＣＳ」上でメッセージのやりと

りを体験 

   

【作業②：連絡方法の検討】 
－情報提供や体験の内容を踏まえて、「MCS」を含む連絡ツールの使い方について検討 
－赤青2 色の付箋を使って、全員の意見を確認し、話合いを行いました 

  
 

  

■ネガティブ 

（心配な点等） 

■ポジティブ 

（良いなと思う点） 
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２-２-３ 第３回医療と介護の連携推進勉強会 

第3回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：栄養士との連携を考えよう 

開催日時 ：令和元年 12 月 20 日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平の森産業連携センター「PlanT」イベントスペース 

出席者 

【出席者】 

：関連 8 団体（9 頁参照）に所属する参加者計 35 名 

：その他聴講者 5 名 

【事務局】 

：14 名（講師（南多摩地域栄養士協議会日野地域）、グループワークに参加する行政

関係者を含む） 

プログラム 

【栄養士の方々からの情報提供】 
－「栄養士・管理栄養士の役割」「南多摩地域栄養士協議会の概要」「栄養士の職域とそれぞれ

の業務内容」について情報提供 

  

【多職種による意見交換】グループワーク 

－「情報提供への感想」「各職から見た食・栄養に関する課題」「栄養士に聞きたいこと」の３

点を講師役の栄養士・管理栄養士の方々を交えて話し合い 

  

【全体発表・まとめ】 
－各テーブルから意見交換の概要を発表した後、講師役の栄養士の方々から総括を兼ねた説明が

ありました 

   

  

実際にあった例を

もとに問題提起 

私が課題だと思うのは… 

注意して欲しいのは… 

試食タイムもありました！ 
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２-２-４ 第４回医療と介護の連携推進勉強会【第２段階】（開催中止） 

3月13日（金）に開催を予定していた第４回勉強会は、新型コロナウイルスの感染拡大を予防す

るため中止することとなった。 

  



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（このページは白紙です） 
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３３  市市民民啓啓発発リリーーフフレレッットトのの作作成成支支援援等等  

３３--１１  普普及及啓啓発発のの実実施施状状況況  

過去2年間、「ひの在宅医療・介護サービスフェア」と題するイベントを開催して、国が示す在宅

医療・介護連携推進事業の8つの事業項目の1つに該当する地域住民への普及啓発を図ってきたが、

今年度はより多くの市民に「在宅療養」を伝えるリーフレットを作成することとした。 

リーフレットの内容は、在宅療養を知らない方、在宅での生活がイメージできない方をターゲッ

トに制度の大枠等を紹介するものとし、前年度に実施して好評を博したイベント「ひの在宅医療・

介護サービスフェア」での説明を中心に構成することとした。 

 

イベント「ひの在宅医療・介護サービスフェア」については、当初はリーフレットの作成・配布

をもってこれに代えることを想定していたが、「検討部会」の中で継続して開催すべきであるという

意見が多数出された。そのため、過年度と同様に開催するべく準備を進めていたが、新型コロナウ

イルスの感染拡大を予防するために中止となった。 

 

その他、上記「ひの在宅医療・介護サービスフェア」の開催案内とあわせて、日野市広報上で在

宅療養に関する情報提供も実施している。 

 

▼リーフレットの構成の考え方 

頁 項目 内容 

表紙 ○表紙／目次 
○「在宅療養という選択肢がある」というメッセージの伝達 

○各頁への誘導（見出しの掲載） 

1-2 
○在宅療養ってどん

なもの 

○在宅療養の概要の紹介 

○在宅療養に関わるメンバーの紹介 

3-4 
○在宅療養を支える

制度と利用方法 

○医療と介護それぞれの制度概要と利用方法の紹介 

○入院～在宅療養に移行する場合の流れの紹介 

5-6 
○在宅療養に関する

Q&A 

○メリット・デメリットや費用等に関する補足説明 

○緊急時や医療機器の使用、家族への負担等に関する不安解消 

○その他 

裏表紙 ○困った時の相談先 ○在宅療養高齢者支援窓口と地域包括支援センターの紹介 
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３３--２２  イイベベンントトのの開開催催結結果果  

３-２-１ 市民啓発リーフレット 

リーフレットは、A4版／カラー／8頁の仕様で3,000部を印刷し、今後、関係機関の窓口等での

配布を行うこととなっている。内容の詳細は以下の通りである。 

▼リーフレット表紙・裏表紙 

 
 

▼リーフレット 1-2 頁 
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▼リーフレット 3-4 頁 

 
 

▼リーフレット 5-6 頁 
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３-２-２ 「ひの在宅医療・介護サービスフェア」（開催中止） 

3月13日（金）の開催に向けて、以下に示すチラシの配布や日野市広報での開催情報の掲載など

のPRを行っていたが、新型コロナウイルスの感染拡大を予防するため中止することとなった。 

▼イベントの開催概要（チラシ） 

 

 

▼日野市広報の掲載内容（右側赤色の囲みが開催情報に該当） 
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４４  多多職職種種連連携携ののたためめののエエチチケケッットト集集のの作作成成支支援援  

４４--１１  作作業業のの概概要要  

「検討部会」では、医療・介護の関係機関の名簿と連絡用のシート等からなる「多職種連携ガイ

ド」を平成26年4月に作成しているが、このガイドを使用して実際に連絡等を行うにあたっては、

下記「エチケット集の目指すイメージ」に示すような課題があることが指摘されている。 

そこで、「連絡しづらい」「何を聞いて良いか分からない」といった課題を改善するため、多職種

が連携する上で配慮すべき事項をまとめたエチケット集を作成することとした。 

なお、このエチケット集は「決定版」ではなく、加筆・修正等の更新を随時実施していくような

形を想定している。 

 

▼エチケット集の目指すイメージ（右側赤色の囲みが目指すイメージに該当） 

 

  

関わりがない・顔が⾒えない
敷居が⾼い

何をしているか分からない

もっと連携がしたい
（困難ケースへの対応？）

連絡しづらい
（良い⽅法が分からない）

必要な情報や連絡が
もらえない
つかまらない

返事がもらえない
何を聞いて良いか

分からない

・勉強会等の活性化
・紹介シートの利⽤拡⼤（ｹｱﾏﾈ以外へ）
・各職種に関する情報の紹介 など

・⽇常的な連携の促進
・勉強会等を通じた信頼関係の構築 など

○望ましい連絡の取り⽅の具体化
・ルート（誰が誰に）
・ツール（こんな時は電話）
・時間帯（△時頃）
・提供すべき情報（BP製剤etc.）
注意すべき状態（何を⾒るべきか）

・特定の状況下での連絡の流れ・対応を定
型化（ケアパス／クリティカルパス）

・対応（案）現在の課題
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４４--２２  エエチチケケッットト集集のの作作成成  

「検討部会」に所属する職種毎に、基本的な連絡・問合せ内容を以下のようなシートに整理した

エチケット集（暫定版）を作成した。 

▼エチケット集（訪問薬剤師の例） 
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５５  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組みみ等等のの情情報報提提供供  

５５--１１  情情報報提提供供のの実実施施状状況況  

令和元年度（平成31年度）は、新たなテーマとして「市民啓発リーフレット」の作成、「多職種

連携のためのエチケット集」の作成に取り組んでいる。このうち前者については、前年度に情報収

集・提供を行っていることから、今年度は特に「多職種連携のためのエチケット集」に類似する内

容の冊子等を収集し、日野市においてはどのような内容が適当であるかを検討する材料として情報

提供を行った。 

その他、ICTツールの導入を検討するのに先立って、運用ポリシーの事例を収集し、その内容を整

理する作業を行った。 

次項以降に各資料の概要を示す。 

▼収集した冊子等 

分類 名称 

日常的な連絡を

想定したもの 

①おたる地域包括ビジョン協議会 

「小樽市医療介護連携ガイド」 

②豊四季台地域高齢社会総合研究会 在宅医療委員会 連携ワーキンググループ 

「在宅医療・介護多職種連携 柏モデル ガイドブック」 

③川崎市 

「在宅医療・介護連携のための情報共有チェックシート」 

特定の状況（イベ

ント）での連絡を

想定したもの 

④南埼玉郡市在宅医療サポートセンター 

「退院前カンファレンスのエチケット集」 

⑤長野市（企画 長野市在宅医療・介護連携推進会議） 

「入退院時における ケアマネジャー⇔医療機関 連携・情報収集の手引き」 

⑥全国国民健康保険診療施設協議会 

「在宅での看取りに関する手引き」 
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５５--２２  情情報報提提供供のの具具体体的的なな内内容容  

５-２-１ エチケット集の参考として収集した冊子等 

収集した主な冊子を「日常的な連絡を想定したもの」と「特定の状況（イベント）での連絡を想

定したもの」に分類した上で、特徴のあるものを抽出し、どのようなイメージが良いかを検討する

材料とした。 

実際に「検討部会」に提示した資料は以下の通りである。 

▼職種毎に必要事項を整理する例（連携ガイド（連絡先一覧）とあわせて参照可） 

おたる地域包括ビジョン「小樽市医療介護連携ガイド」 
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▼特に連絡すべき内容を明らかにする例 

豊四季台地域高齢社会総合研究会 在宅医療委員会 連携ワーキンググループ 

「在宅医療・介護多職種連携 柏モデル ガイドブック」 
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▼特に連携する機会の多い入退院を取り出して情報を整理する例 

長野市（企画 長野市在宅医療・介護連携推進会議） 

「入退院時における ケアマネジャー⇔医療機関 連携・情報収集の手引き」 
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５-２-２ その他の内容 

ICTツールの運用ポリシーを複数収集し、掲載する内容の傾向を以下の通り整理した。 

▼運用ポリシーの内容（項目別の整理） 

 

  

1 目的 1 目的 1 目的 1 ポリシーの目的
2 （MCS）の目的
3 使用ＩＣＴの活用システム
4 （MCS）の位置づけ
5 他の連絡手段との使い分け
6 運営
7 事務局
8 利用の対象者

2 法令及びガイドライン 2 法令及びガイドライン 2 法令及びガイドライン 9 法令及びガイドライン
10 目的外使用の禁止
11 利用者への注意、指導

3 利用申込 3 利用申込 3 利用申込 12 利用申込
4 連携元事業所（患者情報の管理） 4 連携元事業所（患者情報の管理） 4 連携元事業所（患者情報の管理）

5 連携元事業所の責務 5 連携元事業所の責務 5 連携元事業所の責務
6 患者同意 6 患者同意 6 患者（利用者）同意

7 管理者の設置 7 管理者の設置 13 管理者の設置
7 管理者の責務 8 管理者の責務 8 管理者の責務 14 管理者の責務
8 スタッフ誓約書と教育 9 スタッフ誓約書と教育 9 スタッフ誓約書と教育 15 スタッフ誓約書と教育
9 利用上の留意事項 10 利用上の留意事項 10 利用上の留意事項 （下にあり）

11 患者（利用者）グループ 16 患者タイムライン
12 自由グループ 17 自由グループ
13 つながり 18 つながり

19 患者の同意取得
20 利用上の留意事項

10 ＩＤ・パスワードの管理 11 ＩＤ・パスワードの管理 14 ＩＤ・パスワードの管理 21 ＩＤ・パスワードの管理
11 ＩＴ機器のセキュリティ対策 12 ＩＴ機器のセキュリティ対策 15 ＩＴ機器のセキュリティ対策 22 ＩＴ機器のセキュリティ対策

13 内容の二次利用の禁止 16 内容の二次利用の原則禁止 23 内容の二次利用の原則禁止
14 サービス利用中の安全管理 17 掲載内容の配慮 24 掲載内容の配慮

18 施設管理者・利用者連絡網 25 施設管理者連絡網
19 ホームページ 26 ホームページ
20 災害時連絡手段としての活用 27 災害時連絡手段としての活用
21 既存システムとの統合に伴う相互運用について

12 その他 22 その他 28 その他

事例A 事例B 事例C 事例D
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（このページは白紙です） 
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６６  次次年年度度のの取取組組方方針針のの検検討討  

６６--１１  検検討討部部会会のの開開催催  

「検討部会」については、医療と介護の連携を進めるための具体的な方策を検討する作戦本部と

して、また職種・協議会間の情報交換の場として今後も継続的に開催することとする。 

令和2年度については、日野市の医療と介護の連携の第２ステージであるという現状認識のもと、

今年度新たに作成した「市民啓発リーフレット」及び「多職種連携のためのエチケット集」のブラ

ッシュアップを中心に、在宅医療・介護連携推進事業に示された8つの取組の底上げを図ることとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６--２２  多多職職種種協協働働にによよるる連連携携推推進進勉勉強強会会のの開開催催  

「連携推進勉強会」については、多職種の連携を促進する重要な機会となっており、参加者から

の評価も高いことから今後も継続して開催することとする。 

その内容については、今年度はこれまで継続して開催していた特定の疾患等をテーマにした症例

検討ではなく、ICTツールの導入や活用実践をテーマに開催（後者については開催予定であったが中

止）していることから、今後も他の取組と相乗効果を発揮するような、医療と介護の連携にとって

重要なテーマにポイントを絞って戦略的に開催することを想定する。 

また、勉強会の参加者については、既に勉強会に参加している団体内での働きかけや、特に連携

の必要性が高い新たな職種との連携などを通じた掘り起こしを行うこととする。 

 

 

 

 

 

  

＜検討部会全体の進め方（案）＞ 

○ 年 4 回開催する（予定） 

○ 全 4 回の中で以下の内容を中心に検討を行うこととする 

－市民啓発リーフレットのブラッシュアップ（詳細は 6-3 参照） 

－多職種連携のためのエチケット集のブラッシュアップ（詳細は 6-4 参照） 

－その他、勉強会等を通じて、医療と介護の連携上の課題の解決を図るプログラムの

検討など 

＜勉強会・研修会の進め方（案）＞ 

○ 年 4 回開催する（予定） 

○ 全 4 回の内訳は、第 1 段階の勉強会 1 回と第 2 段階の勉強会 3 回を想定する 

○ 第１段階勉強会は、顔の見える関係づくりという基本的な方向性を維持した上で、ICT

ツールの導入など新たな要素を絡めたアレンジを検討する 

○ 第２段階勉強会は、医療と介護の連携上の課題の解決を図るような以下のようなプロ

グラムの開発を検討する 

－例えば、特定の状況（イベント）への対応をテーマにした症例検討（→定型化へ） 

－例えば、特定の職種等をテーマにした講義やＧＷ（→新たな職種との連携へ） 

－例えば、連携の課題や必要な対応・仕組みを話し合う（→システムの改善へ） 
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６６--３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施  

まず、今年度に作成した「市民啓発リーフレット」の配布と、配布にあわせたPRを実施するとと

もに、この内容をブラッシュアップするために、市民が特に関心の高いサービスや費用の全体像を

典型的な症例毎に提示するような副読本・差し込み資料の作成を行うこととする。 

イベント「ひの在宅医療・介護サービスフェア」については、今年度の「検討部会」の中で継続

開催の意向が強かったことから、令和2年度についても開催することを想定する。 

 

 

６６--４４  多多職職種種のの更更ななるる連連携携のの促促進進  

今年度は「多職種連携のためのエチケット集」を作成したが、まだまだブラッシュアップが必要

な内容であるため、令和2年度は、より多くの関係者の意向等を確認し内容の改善や肉付けを図って

いくこととする。 

また、運用が原因となる課題の解消を目指す「多職種連携のためのエチケット集」に対して、ツ

ールが原因となる課題に対応する方策として、ICTの活用促進を図ることとする。具体的には、今年

度に勉強会を開催して試行を開始したMedical Care Stationの本格展開に向けて、登録会の開催や

登録・閲覧したくなるようなコンテンツの作成、実践的な活用方法の提案などの働きかけを検討す

る。 

 

 

６６--５５  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組等等のの調調査査  

「国、東京都・他自治体の取組等の調査」については、検討部会の検討内容にあわせて、以下の

ような内容を中心に収集・情報提供を行うことを想定する。 

 地域住民への普及啓発関連：サービスや費用の全体像を提示するリーフレット等の事例を調

査する 

 多職種の更なる連携関連：ICTツール（Medical Care Station）の活用を促進する勉強会等

の事例を調査する 

 その他、勉強会の参加促進策など、「検討部会」の中で課題として指摘された事項に対応する

参考事例を調査する 

 

 

 


